
国立成育医療研究センター 外科・腫瘍外科

国立がん研究センター 小児腫瘍外科

米田 光宏

専門職が担っている役割

• 遊びの支援

• 子どもの理解を促す支援（プレパレーション）

• 対処行動・疼痛緩和（ディストラクション）

小児がん領域における療養支援職種の育成と
心理社会的支援多職種ガイド開発に向けた研究（23EA1015）
（研究代表者：田中恭子先生）
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子どもの療養支援を担当する専門職

CLS HPS HPS-Japan

研修場所 米国 英国 国内 国内

研修期間
インターンシップ

600時間以上
2年

400時間の実習

１年
（実習700時間
講義170時間）

講義・試験32日間
実習20日間

わが国における
人数

49名勤務 数名勤務 42名養成 245名養成

【厚生労働科学研究費補助金

がん対策推進総合研究事業】

【QI松本班(23EA1008)】

（研究代表者：松本公一）



拠点病院
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指標10 療養支援担当者数①

HPS/CLS/

こども療養支援士

咁
人
咂

最大値 4 6 9 7 5 7 7

中央値 2 2 2 2 2 2 2

最小値 0 0 0 1 1 1 1

病棟
限定

大学病院・総合病院

小児病院
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HPS
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子ども
療養支援士
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n=12  (35.3%)

n=1
n=2
(5.9%)

1-A

1-A

(2022/ )
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療養支援担当者数（施設毎）



連携病院

CLS

HPS

HPS-J

子ども
療養支援士

n=30  (53.6%)

n=10  (17.9%)

n=6
(10.7%)

n=10
(17.9%)

1-A

1-A

1-B

3

(2022)

CLSなどの療養支援担当者は、保育士と比較して1/5に止まる。職務内容が異なるため、療養支援担当者の配備が望まれる。

＊HPSに関しては回答者の思い違いもあり、
この数よりも少ないことが予想される



指標9 療養支援担当者数

2020年と比較して、少しずつ配備が進んでいることが分かる。

2021 2022

指標9 療養支援担当者数

1-A施設、1-B施設での配置は2021年と大きく変わりはない。



指標9 療養支援担当者数

大学病院ではわずかではあるが配置が進んでいるようであるが、小児病院での配置人数が年毎に減っている。


